
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和2年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考

1,317,833
（総事業費）

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

岡山市竹枝地区コミュニ
ティハウス物品購入事業

岡山市 1,317,833 1,317,833



Ⅱ.事業評価個表　（令和2年度）

単位

％

％

％

100

目標値 100

達成度 100

評価年度の設定理由

今年度で納品完了（事業完了）するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

竹枝地区コミュニティハウスは9月に開館しました。
コミュニティハウス内に必要な机や椅子など必要なものが整備でき、地域の方々から快適に利用できているという意見を多数いただくととも
に、主体性を持って地域コミュニティの持続、形成に努めていくとの意見もありました。
今後も地域の意見をくみとりながら、必要な支援に努めて参ります。

評価年度　　令和2年度

物品納入後の竹枝地区
コミュニティ協議会の構成
団体役員の満足度
100％

町内会などで構成する竹
枝地区コミュニティ協議会
の構成員（役員）21人に
聞き取り調査を行い、満
足度100％を図ります。
満足と回答した人の割合
満足と回答した人の人数
／21名×100

成果実績

番号 措　　　置　　　名 交　　　付　　　金　　　事　　　業　　　名

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 岡山市竹枝地区コミュニティハウス物品購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岡山市

交付金事業実施場所 岡山市北区建部町吉田

交付金事業の概要
現在ある「吉田生活改善センター」が老朽化により取り壊し、新たに「岡山市竹枝コミュニティハウス」を建設するため、そのコミュニティハウ
スで地域住民が使用する物品を購入し、地域の連帯感、発展を図り、地域コミュニティ活動の円滑な推進を図るものです。（会議用の机・
椅子、コピー機など）

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第六次岡山市総合計画（H28年度～H37年度（R7年度））
長期構想5　都市づくりの10の基本方向
　前期中期計画Ⅱ
　　分野別計画（政策・施策体系）将来都市像Ⅰ「経済・都市交流」政策17　多様な主体による協働のまちづくり（協働、ESD）
　町内会加入率は減少傾向にあり、役員の高齢化・固定化など組織運営上の課題が生じており、持続可能な地域づくりを進めるために
は、町内会をはじめとする地域団地の主体的な活動が継続的に行われるよう支援が必要であります。

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

事業期間の設定理由 ＿

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標



単位 令和2年度 年度

式 1.0

式 1.0

％ 100

交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室 岡山市北区役所建部支所総務民生課

交付金事業の評価課室 岡山市北区役所建部支所総務民生課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（円）

有限会社　イケダ産業（岡山市） 1,007,600
物品購入

総事業費 1,317,833

交付金充当額 1,317,833

うち文部科学省分

うち経済産業省分 1,317,833

活動見込

達成度

交付金事業の総事業費等 令和2年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 年度

物品購入（会議用机・椅子、コピー機など）

活動実績

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

有限会社　フジ文（岡山市） 158,433
有限会社　オフィス山陽（岡山市） 151,800随意契約（少額・見積り合せ）

交付金事業の成果目標及
び成果実績


